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淸
末
刊
『
張
天
師
法
病
書
』
と
近
世
に
お
け
る
三
十
日
病
占
の
展
開

佐
々
木
　
　
　
聡

は
じ
め
に

　

『
張
天
師
法
病
書
』
は
、
病
氣
と
そ
の
原
因
と
な
る
鬼
神
を
發
病
日
に
よ
り
占

う
書
物
で
あ
る
。
こ
う
し
た
內
容
の
占
書
は
、
近
年
、
敦
煌
・
吐
魯
番
文
獻
を
利

用
し
た
社
會
史
硏
究
に
お
い
て
「
發
病
書
」
やIatrom

ancy

な
ど
の
名
稱
で
注

目
さ
れ
て
い
る
が
一
、『
張
天
師
法
病
書
』
も
そ
の
流
れ
を
汲
む
占
書
と
考
え
ら

れ
る
。
本
書
や
類
似
の
書
物
は
、
今
日
な
お
古
書
市
場
に
散
見
さ
れ
る
が
、
淸
末

の
俗
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
善
本
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
く
、
圖
書
館

や
硏
究
機
關
が
所
藏
す
る
例
も
聞
か
れ
な
い
。
む
ろ
ん
、
硏
究
資
料
と
し
て
影
印

本
や
校
訂
本
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
も
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
最
近
、
陳
于
柱
氏
が
敦
煌
・
吐
魯
番
の
發
病
書
硏
究
に
お
い

て
、
新
發
見
の
『
張
天
師
發
病
書
』
な
る
近
世
抄
本
を
取
り
上
げ
、
發
病
書
が
一

個
の
書
物
と
し
て
中
國
社
會
に
普
遍
的
か
つ
長
期
的
に
流
行
し
た
こ
と
を
主
張
し 

た
二
。
陳
氏
の
主
張
の
背
景
に
は
、
發
病
書
を
一
個
の
專
門
書
で
は
な
く
雜
抄
寫

さ
れ
た
だ
け
の
も
の
、
あ
る
い
は
敦
煌
・
吐
魯
番
で
獨
自
に
作
ら
れ
た
書
物
で
は

な
い
か
、
と
す
る
先
行
硏
究
の
見
方
が
あ
っ
た
。
こ
の
陳
氏
の
主
張
に
對
し
て
、

筆
者
は
以
前
、
そ
の
趣
旨
自
體
に
は
贊
同
し
な
が
ら
も
、
そ
の
證
左
と
し
て
『
張

天
師
發
病
書
』
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
の
問
題
點
を
指
摘
し
た
三
。

　

小
稿
で
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
陳
氏
が
取
り
上
げ
た
『
張
天
師
發
病
書
』四

に
は
、
類
似
の
書
名
・
內
容
を
持
つ
『
張
天
師
法
病
書
』
や
『
張
天
師
驅
邪
治
病

符
法
祕
訣
』
な
ど
の
占
病
文
獻
が
多
數
傳
存
し
て
お
り
、
類
似
の
占
法
や
關
連
す

る
內
容
は
、
明
淸
の
通
書
や
日
用
類
書
、
占
夢
書
な
ど
に
も
廣
く
見
え
て
い
る
五

。

陳
氏
の
よ
う
に
發
病
書
の
普
遍
的
か
つ
長
期
的
な
流
行
を
主
張
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
こ
う
し
た
近
世
社
會
に
お
け
る
占
病
文
獻
の
流
布
や
社
會
受
容
に
も
目
を
向

け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

筆
者
は
最
近
、
浙
江
理
工
大
學
・
張
麗
山
氏
の
協
力
の
下
、
中
國
の
古
書
市
場

に
出
て
い
る
主
な
刊
本
を
入
手
し
た
六

。
小
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
紹
介
す

る
と
共
に
、
諸
書
と
の
內
容
的
な
繫
が
り
を
整
理
し
、
明
淸
に
お
け
る
占
病
文
獻
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の
社
會
受
容
の
實
態
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、
近
世
の
占
病
文
獻

　

次
章
で
は
、
淸
末
の
『
張
天
師
法
病
書
』
を
取
り
上
げ
る
が
、
そ
も
そ
も
近
世

の
占
病
文
獻
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。
從
來
の
占

病
文
獻
硏
究
は
、
唐
・
五
代
の
「
發
病
書
」、
あ
る
い
は
そ
の
源
流
に
あ
た
る
秦

代
の
日
書
「
病
」
篇
七

な
ど
に
集
中
し
て
お
り
、
近
世
の
占
病
文
獻
は
後
述
す
る

よ
う
に
小
說
や
通
書
の
硏
究
の
一
環
と
し
て
言
及
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で

先
ず
、
前
提
と
な
る
近
世
占
病
文
獻
の
槪
況
に
つ
い
て
簡
單
に
整
理
し
て
お
き
た

い
。

　

宋
元
以
降
、
傳
存
す
る
占
病
文
獻
は
、
殆
ど
が
病
占
を
含
む
總
合
的
な
術
數
書

や
日
用
類
書
な
ど
で
あ
る
。
敦
煌
本P.2856

『
發
病
書
』
の
よ
う
な
、
病
占
に
特

化
し
た
專
門
の
占
書
が
當
時
、
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
、
そ

う
し
た
傳
本
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
一
方
、
元
『
陰
陽
備
用
選
擇
成
書
』八
や

後
世
の
『
玉
匣
記
』
な
ど
の
通
書
を
は
じ
め
、
占
病
文
獻
は
樣
々
な
書
物
に
載
錄

さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
書
物
を
通
じ
て
廣
く
讀
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。

　

た
と
え
ば
有
名
な
『
紅
樓
夢
』
卷
四
二
に
は
、庭
園
に
遊
ん
で
具
合
が
惡
く
な
っ

た
大
姐
（
王
熙
鳳
の
娘
賈
巧
姐
）
に
つ
い
て
、
劉
老
老
の
提
案
に
よ
り
占
う
場
面

が
あ
る
。

　

（
劉
老
老
が
言
う
に
は
）「
大
姐
孃
樣
は
あ
ま
り
園
內
に
入
ら
れ
た
こ
と
が

な
い
の
で
し
ょ
う
。
慣
れ
な
い
場
所
に
、
子
供
は
そ
も
そ
も
行
く
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
…
…
一
つ
に
は
風
に
打
た
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
二
つ
に
は
お

孃
樣
は
體
も
淸
ら
か
だ
し
、
目
も
お
き
れ
い
で
す
か
ら
、
何
か
の
神
さ
ま
に
出

會
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
孃
樣
の
た
め
に
祟
書

0

0

を
御
覽
に
な
っ
て
、
祟
禍
に

遭
わ
な
い
よ
う
注
意
な
さ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。」
そ
う
言
わ
れ
る
と
、（
王
）

熙
鳳
は
平
兒
に
『
玉
匣
記
』
を
持
っ
て
來
さ
せ
、
彩
明
に
讀
み
上
げ
さ
せ
た
。

彩
明
は
少
し
め
く
っ
て
か
ら
讀
み
上
げ
た
。「
八
月
二
十
五
日
に
病
あ
る
者
は
、

東
南
の
方
角
よ
り
病
を
得
、
花
神
に
遭
っ
た
。
五
色
の
紙
錢
四
十
枚
を
用
い
、

東
南
の
方
角
に
四
十
步
、そ
こ
で
こ
れ
を
送
れ
ば
大
吉
。」
と
。〔
劉
老
老
道
「
大

姐
兒
只
怕
不
大
進
園
子
。
生
地
方
兒
、
小
人
兒
家
原
不
該
去
。
…
…
一
則
風
撲

了
也
是
有
的
。
二
則
只
怕
他
身
上
干
淨
、
眼
睛
又
淨
、
或
是
遇
見
什
麼
神
了
。

依
我
說
、
給
他
瞧
瞧
祟
書
本
子

0

0

0

0

、
仔
細
撞
客
着
。」
一
語
提
醒
了
鳳
姐
兒
、
便

叫
平
兒
拿
出
『
玉
匣
記
』
來
、
着
彩
明
來
念
。
彩
明
翻
了
一
回
、
念
道
「
八
月

二
十
五
日
、
病
者
、
東
南
方
得
、
遇
花
神
。
用
五
色
紙
錢
四
十
張
、
向
東
南
方

四
十
步
送
之
、
大
吉
。」〕九

　

こ
こ
で
彩
明
が
讀
み
上
げ
た
の
は
、
一
ヶ
月
三
十
日
の
ど
の
日
に
發
病
し
た
か

で
占
う
も
の
で
あ
っ
た
。
實
は
、
明
淸
時
代
に
は
、
こ
う
し
た
三
十
日
に
分
け
て

病
を
判
斷
す
る
占
法
が
廣
く
流
行
し
て
い
た
（
以
下
、
こ
の
占
法
を
「
三
十
日
病 



占
」
と
總
稱
す
る
）。
右
に
は
「
祟
書
」（『
玉
匣
記
』）
の
名
が
見
え
る
が
、
ほ
か

に
も
『
五
車
拔
錦
』
や
『
三
台
萬
用
正
宗
』
な
ど
の
明
末
の
日
用
類
書
一
〇

、
占

夢
書
で
あ
る
『
夢
學
全
書
』、
さ
ら
に
陳
于
柱
氏
所
藏
『
張
天
師
發
病
書
』
や
筆

者
の
入
手
し
た
淸
末
の『
張
天
師
法
病
書
』『
張
天
師
驅
邪
治
病
符
法
祕
訣
』な
ど
、

み
な
三
十
日
病
占
を
載
錄
し
、
大
き
な
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。

　

あ
る
い
は
、
先
の
『
紅
樓
夢
』
以
外
に
も
、
小
川
陽
一
氏
が
明
末
淸
初
の
『
金

甁
梅
』
や
『
醒
世
姻
緣
傳
』
で
三
十
日
病
占
に
言
及
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い 

る
一
一
。
い
ず
れ
も
小
說
の
場
面
で
は
あ
る
が
、
當
時
の
社
會
を
反
映
し
た
描
寫

と
考
え
ら
れ
、
上
流
階
級
の
人
々
や
庶
民
（『
紅
樓
夢
』
の
劉
老
老
）、
民
閒
宗
敎

者
（『
金
甁
梅
』
の
劉
婆
子
）
と
い
っ
た
多
樣
な
人
々
の
閒
に
三
十
日
病
占
が
浸

透
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

い
ま
筆
者
が
確
認
で
き
た
三
十
日
病
占
は
、
占
辭
の
違
い
か
ら
、
四
つ
に
分
け

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
Ａ
明
刊
『
夢
學
全
書
』
所
載
「
得
授
張
天
師
明
斷
吉
凶
符 

法
」一
二

、
Ｂ
明
末
以
降
の
日
用
類
書
（
法
病
門
）
所
載
の
も
の
（『
五
車
拔
錦 

「
張
天
師
法
病
書
明
斷
符
法
」
な
ど
）一
三

、
Ｃ
淸
刊
『
增
廣
玉
匣
記
』
卷
四
所
載

「
張
天
師
袪
病
符
法
」
お
よ
び
淸
末
刊
『
張
天
師
法
病
書
』『
張
天
師
驅
邪
治
病
符

法
祕
訣
』、
抄
本
『
張
天
師
發
病
書
』
な
ど
、
Ｄ
『
金
甁
梅
詞
話
』『
醒
世
姻
緣
傳
』

な
ど
に
登
場
す
る
「
祟
書
」、
以
上
の
四
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
Ａ
Ｂ
Ｃ

の
代
表
的
な
版
本
の
初
一
日
條
を
以
下
に
示
せ
ば
、
次
の
通
り
。

Ａ
『
夢
學
全
書
』「
得
授
張
天
師
明
斷
符
法
」（
京
大
本
卷
二
、
北
京
本
卷
三
）
初

一
日
條

蓋
し
是
の
日
に
病
を
得
た
者
は
、
發
熱
・
頭
痛
あ
り
、
心
下 

安
か
ら
ず
、
日

輕
く
夜
重
し
。
東
方
・
瘟
司
・
五
道
・
天
神
を
犯
着
し
、
香
火
・
舊
願
未
だ
還

さ
ず
。
土
地 

客
鬼
一
名
を
し
て
祟
を
作
さ
し
め
、
白
虎 

入
宅
す
。
黃
財
七
陌
・

酒
食
を
用
て
、
東
方
を
向
き
て
之
を
送
れ
ば
、
吉
。〔
蓋
是
日
得
病
者
、
發
熱

頭
痛
、
心
下
不
安
、
日
輕
夜
重
。
犯
着
東
方
・
瘟
司
・
五
道
・
天
神
、
香
火
舊

願
未
還
。
土
地
使
客
鬼
一
名
作
祟
、
白
虎
入
宅
。
用
黃
財
七
陌
・
酒
食
、
向
東

方
送
之
、
吉
。〕

Ｂ
『
五
車
拔
錦
』
卷
三
二
・
法
病
門
「
張
天
師
法
病
書
明
斷
符
法
」
初
一
日
條

病
を
得
る
者
は
、
發
熱
・
頭
痛
・
惡
心
・
四
肢
の
沈
重
を
主
る
。
土
地
・
勾
引
・

瘟
司
・
五
道
・
大
神
を
犯
し
、
香
火 

安
か
ら
ざ
る
こ
と
有
り
。
師
主
・
勾
引
・

東
方
・
土
地
・
口
炁
・
白
虎 

宅
に
入
る
こ
と
遠
年
な
り
。
皂
神
に
願
力
す
れ
ば
、

日
輕
く
夜
重
し
。
福
を
作
す
こ
と
六
七
日
に
し
て
退
け
ば
、
吉
。
加
は
れ
ば
則

ち
凶
な
り
。〔
得
病
者
、主
發
熱
・
頭
痛
・
惡
心
・
四
大
（
肢
）
沈
重
。
有
犯
土
地
・

勾
引
・
瘟
司
・
五
道
・
大
神
、
香
火
不
安
。
師
主
・
勾
引
・
東
方
・
土
地
・
口
炁
・

白
虎
入
宅
遠
年
。
願
力
皂
神
、日
輕
夜
重
。
作
福
六
七
日
退
、吉
。
加
則
凶
也
。〕

Ｃ
『
玉
匣
記
』「
張
天
師
袪
病
符
法
」・
初
一
日
條

病
む
者
は
、東
南
の
路
上
よ
り
之
を
得
。樹
神 

客
死
鬼
を
し
て
祟
を
作
さ
し
む
。

頭
疼
あ
り
、
寒
熱
を
作
し
、
起
坐
は
力
無
く
、
吃
食
は
味
無
し
。
黃
錢
五
張
を

用
て
、
東
南
方
に
向
か
う
こ
と
四
十
步
に
し
て
之
を
送
れ
ば
、
卽
ち
癒
ゆ
。〔
病
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子
年
序
・
乾
隆
戊
申
年
刊
本
）
が
最
も
古
く
、
序
文
に
「
今
已
に
三
訂
、
益
ま
す

增
補
を
爲
す
〔
今
已
三
訂
、
益
爲
增
補
〕」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
一
七

。
つ
ま

り
二
訂
以
前
の
刊
本
は
明
末
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
り
、
か
つ
三
十
日
病
占
が

ど
の
段
階
で
載
錄
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
尤
も
『
玉
匣
記
』
の
祖
本
と
さ
れ
る

『
諸
神
聖
誕
日
玉
匣
記
等
集
』（
萬
曆
續
藏
（
一
六
〇
七
年
刊
）
所
收
）
に
は
一
八

、

該
當
す
る
內
容
が
な
い
か
ら
、そ
の
後
に
增
補
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
對
し
て
、

Ｂ
の
日
用
類
書
に
は
、
最
も
古
い
と
さ
れ
る
萬
曆
二
五
（
一
五
九
七
）
年
刊
『
五

車
拔
錦
』
ほ
か
、
萬
曆
二
十
年
代
の
刊
本
が
複
數
傳
存
す
る
一
九

。
し
た
が
っ
て

日
用
類
書
の
方
が
先
行
す
る
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　

も
う
一
つ
目
安
と
な
る
の
が
三
十
日
病
占
に
載
錄
さ
れ
る
呪
符
で
あ
る
。
實
は

各
グ
ル
ー
プ
の
三
十
日
病
占
は
、
占
辭
の
內
容
は
異
な
る
も
の
の
、
呪
符
は
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
（
圖
一
）。
病
占
に
呪
符
が
伴
う
形
式
は
、
敦
煌
・
吐
魯
番
の
發
病

書
の
頃
に
既
に
一
般
化
し
て
お
り
、三
十
日
病
占
も
そ
れ
を
踏
襲
す
る
。
そ
し
て
、

明
代
以
降
の
三
十
日
病
占
で
は
、
占
辭
が
變
わ
っ
て
も
最
初
に
付
さ
れ
た
呪
符
は

そ
の
ま
ま
轉
用
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
呪
符
を
さ
ら
に
詳
し
く
比

較
す
る
と
、
Ｂ
と
Ｃ
が
Ａ
に
比
し
て
近
い
條
も
あ
る
。
特
に
二
十
五
日
條
は
差
異

が
明
確
で
あ
る
（
圖
二
）。
し
た
が
っ
て
先
の
成
立
順
を
ふ
ま
え
、
Ｂ
か
ら
Ｃ
の

三
十
日
病
占
が
成
立
し
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　

そ
の
ほ
か
、『
玉
匣
記
』「
張
天
師
袪
病
符
法
」
の
首
題
の
前
に
揭
げ
ら
れ
た
扉

繪
と
呪
符
、
さ
ら
に
首
題
の
直
後
に
あ
る
呪
語
も
法
病
門
か
ら
轉
載
し
た
と
考
え

者
、
東
南
路
上
得
之
。
樹
神
使
客
死
鬼
作
祟
。
頭
疼
、
作
寒
熱
、
起
坐
無
力
、

吃
食
無
味
。
用
黃
錢
五
張
、
向
東
南
方
四
十
步
送
之
、
卽
癒
。〕

一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
三
者
の
占
辭
は
全
く
異
な
る
一
四

。
一
方
、
Ｄ
は
小

說
に
「
祟
書
」
と
し
て
引
か
れ
る
斷
片
的
な
占
辭
で
あ
る
。
前
述
の
『
紅
樓
夢
』

に
「（
八
月
）
二
十
五
日
」
條
と
し
て
、「
病
む
者
は
、
東
南
方
よ
り
得
、
花
神
に

遇
ふ
。
五
色
の
紙
錢
四
十
張
を
用
て
、
東
南
方
に
向
か
ふ
こ
と
四
十
步
、
之
を
送

れ
ば
、
大
吉
。〔
前
揭
〕」
と
あ
り
、
ま
た
『
醒
世
姻
緣
傳
』
第
三
回
に
は
、
初
一

日
條
と
し
て
「
家
親
を
觸
怒
す
。
鬼 
家
堂
の
正
面
に
在
り
て
坐
す
、
至
誠
も
て

悔
過
し
て
禱
吿
す
れ
ば
、吉
。〔
觸
怒
家
親
、鬼
在
家
堂
正
面
坐
、至
誠
悔
過
禱
吿
、

吉
。〕」、
さ
ら
に
三
十
日
條
と
し
て
「
灶
神 
樂
か
ら
ず
。
黃
錢
紙
五
張
、
茶
酒
糕

餠
も
て
送
り
灶
下
に
至
れ
ば
、
吉
。〔
灶
神
不
樂
。
黃
錢
紙
五
張
、
茶
酒
糕
餠
送

至
灶
下
、
吉
。」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
各
日
條
の
占
辭
の
一
部
を
讀
み
上
げ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
く
ま
で
小
說
の
描
寫
な
の
で
、
必
ず
し
も
占
辭
を
實
在
の

占
病
文
獻
か
ら
取
っ
た
と
は
限
ら
な
い
し
一
五

、
各
小
說
に
見
え
る
占
辭
が
同
じ

占
病
文
獻
か
ら
取
ら
れ
た
と
も
限
ら
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
便
宜
的
に
Ｄ
グ
ル
ー
プ

と
し
て
お
く
。

　

Ｄ
を
除
く
三
グ
ル
ー
プ
の
關
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
本
お
よ
び
種
本
・
底
本
の

成
立
時
期
や
前
後
關
係
が
曖
昧
な
た
め
、
確
定
が
難
し
い
。
Ａ
『
夢
學
全
書
』
は

明
刊
本
が
傳
存
す
る
が
、先
行
す
る
祖
本
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
る
一
六

。
Ｃ
の
『
玉

匣
記
』
は
、
三
浦
國
雄
氏
が
、
內
閣
文
庫
所
藏
の
『
重
訂
廣
玉
匣
記
』（
康
熙
甲
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-

Ｃ- 一 『 玉 匣 記 』

Ｃ- 二 『 張 天 師 駆 邪 治 病 符 法 秘 訣 』

Ｂ 『 五 車 抜 錦 』

Ａ 『 夢 学 全 書 』

図
 
一

 
Ａ
～
Ｃ
初
一
日
条
の
呪
符

Ｃ 『 玉 匣 記 』

Ｂ 『 五 車 抜 錦 』

Ａ 『 夢 学 全 書 』

図
二

 
Ａ
～
Ｃ
二
十
五
日
条
の
呪
符

Ｃ- 一 『 玉 匣 記 』

Ｃ- 二 『 張 天 師 駆 邪 治 病 符 法 秘 訣 』

Ｂ 『 三 台 萬 用 正 宗 』

Ａ 『 夢 学 全 書 』

図
四

 
Ａ
～
Ｃ
の
鎮
夢
呪
符

図
三

 
『
玉
匣
記
』
と
『
五
車
抜
錦
』

図
一
　
Ａ
～
Ｃ
初
一
日
条
の
呪
符

図
四
　
Ａ
～
Ｃ
の
鎮
夢
呪
符

図
三
　
『
玉
匣
記
』
と
『
五
車
抜
錦
』
の
比
較

図
二
　
Ａ
～
Ｃ
二
十
五
日
条
の
呪
符
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ら
れ
る
（
圖
三
）。
第
一
に
下
に
呪
符
を
伴
う
扉
繪
は
、『
五
車
拔
錦
』
法
病
門
と

比
較
し
て
み
る
と
、
多
少
の
造
形
の
違
い
や
「
鎭
宅
師
符
百
怪
書
法
」
の
符
題
を

省
い
た
り
は
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
轉
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
も
う
ひ

と
つ
の
呪
符
も
、
上
部
に
三
淸
を
表
す
と
さ
れ
る
三
つ
の
レ
點
が
加
筆
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
說
明
文
が
法
病
門
で
は
「
此
の
小
符
を
書
き
て
怪
を
見
た
る
人
に
與
へ

て
之
を
佩
せ
し
め
よ
〔
書
此
小
符
與
見
怪
人
佩
之
〕」
と
あ
っ
た
も
の
を
「
此
の

符
は
病
む
者
に
與
へ
之
を
佩
せ
し
む
れ
ば
大
吉
〔
此
符
與
病
者
佩
之
大
吉
〕」
と

改
め
て
い
る
が
、
呪
符
そ
の
も
の
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　

實
は
、
こ
れ
ら
の
呪
符
や
繪
は
、
法
病
門
の
上
段
の
病
占
部
分
で
は
な
く
、
下

段
の
怪
異
占
部
分
に
揭
載
さ
れ
た
も
の
で
、
元
の
說
明
文
や
符
題
で
は
、
病
占
に

は
そ
ぐ
わ
な
い
か
ら
、
文
言
を
改
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
樣
の
改
訂
は
呪
語
に

も
見
え
る
。『
玉
匣
記
』
の
呪
語
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

凡
そ
符
を
書
く
者
は

0

0

0

0

0

0

0

0

、
叩
齒
す
る
こ
と
三
通
、
淨
水
一
口
を
含
み
東
方
を
向
き

て
之
を
噀ふ

き
、
呪ま

じ
な

ひ
て
曰
く
、
赫
赫
陽
陽
と
し
て
、
日 

東
方
よ
り
出
づ
。
吾 

此
の
符
を
勅
し
、
普
く
不
祥
を
掃は

ら

ふ
。
口
は
三
昧
の
火
を
吐
き
、
眼
は
門
邑
の

光
を
飛
ば
す
。
怪
を
捉
ふ
る
に

0

0

0

0

0

0

天
蓬
力
士
を
し
て
し
、
疾
を
破
る
に

0

0

0

0

0

穢
跡
金
剛

を
用
て
す
。
妖
怪
を
降
伏
し
、
化
し
て
吉
祥
と
爲
さ
ん
。
急
ぎ
急
ぎ
律
令
・
勅

の
如
く
せ
よ
。」
と
。〔
凡
書
符
者

0

0

0

0

、
叩
齒
三
通
、
含
淨
水
一
口
向
東
方
噀
之
、

呪
曰
、
赫
赫
陽
陽
、
日
出
東
方
。
吾
勅
此
符
、
普
掃
不
祥
。
口
吐
三
昧
之
火
、

服
（
眼
）
飛
門
邑
之
光
。
捉
怪

0

0

使
天
蓬
力
士
、破
疾

0

0

用
穢
跡
金
剛
。
降
伏
妖
怪
、

化
爲
吉
祥
。
急
急
如
律
令
勅
。〕

一
方
、『
五
車
拔
錦
』
法
病
門
に
は
冒
頭
の
「
凡
書
符
者
」
は
な
く
、代
わ
り
に
「
傳

授
鎭
諸
怪
符
法
」
と
い
う
題
を
配
す
。『
玉
匣
記
』
で
は
、
怪
異
を
鎭
め
る
の
で

は
な
く
、あ
く
ま
で
病
魔
退
散
を
謳
う
も
の
だ
か
ら
改
め
た
の
だ
ろ
う
二
〇

。な
お
、

呪
語
の
文
言
自
體
は
「
怪
を
捉
」
え
て
「
疾
を
破
る
」
こ
と
も
述
べ
て
お
り
、
病

占
に
用
い
て
も
違
和
感
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
か
ら『
玉
匣
記
』が
日
用
類
書
に
取
材
し
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。た
だ
し
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
三
十
日
病
占
の
場
合
で
あ
り
、『
玉
匣
記
』
は
續
く
卷
五
に
も

惡
夢
を
鎭
め
る
呪
符
を
載
せ
る
が
、
こ
ち
ら
は
日
用
類
書
二
一

よ
り
も
『
夢
學
全 

書
』
の
呪
符
に
近
く
（
圖
四
）、『
玉
匣
記
』
が
複
數
の
書
物
に
據
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。
こ
の
鎭
夢
呪
符
は
、
後
に
Ｃ
『
張
天
師
驅
邪
治
病
符
法
祕
訣
』
に
も
轉
載

さ
れ
た
（
後
述
）。

　

こ
こ
ま
で
、
三
十
日
病
占
を
中
心
に
、
明
淸
時
代
の
占
病
文
獻
を
見
て
き
た
が
、

複
數
の
三
十
日
占
が
傳
存
す
る
一
方
、
諸
書
の
閒
に
密
接
な
繫
が
り
が
あ
る
こ
と

も
確
認
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
い
く
つ
も
の
三
十
日
病
占
が
傳
存
す
る
こ
と 

は
、
や
は
り
當
時
、
こ
の
占
法
が
そ
れ
だ
け
流
行
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

一
般
的
に
占
辭
が
多
い
ほ
ど
占
い
は
當
た
る
た
め
、
占
辭
は
增
え
て
ゆ
く
傾
向
に

あ
る
が
、
一
方
で
は
占
辭
＝
內
容
が
異
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
賣
れ
る
と
い
う
出
版

者
の
思
惑
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た
二
重
の
需
要
を
背
景
と
し
て
、
い

く
つ
も
の
三
十
日
病
占
が
社
會
に
流
布
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。



二
、
淸
末
刊
『
張
天
師
法
病
書
』
と
『
張
天
師
驅
邪
治
病

符
法
祕
訣
』

　

前
章
で
檢
討
し
た
三
十
日
病
占
は
、
淸
代
に
は
、
小
册
子
と
し
て
單
行
し
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
俗
書
は
、
圖
書
館
や
硏
究
機
關
な
ど
に
善
本
と
し
て
收
集

さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
が
、
か
え
っ
て
今
日
な
お
古
書
市
場
に
出
回
っ
て
い
る

傳
本
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
を
見
る
限
り
、
そ
の
大
部
分
は
『
玉
匣
記
』
を
底

本
と
す
る
小
册
子
で
あ
り
、
抄
本
や
刊
本
が
傳
存
す
る
。
傳
本
は
、
陳
于
柱
氏
所

藏
『
張
天
師
發
病
書
』
な
ど
抄
本
が
多
い
が
、
筆
者
の
入
手
し
た
『
張
天
師
法
病

書
』『
張
天
師
驅
邪
治
病
符
法
祕
訣
』
の
よ
う
に
刊
本
も
あ
る
。
筆
者
が
こ
れ
ま

で
確
認
し
た
刊
行
年
の
分
か
る
刊
本
は
い
ず
れ
も
光
緖
刊
本
で
あ
り
、
目
下
、
こ

の
二
刊
本
が
淸
末
の
三
十
日
病
占
本
で
最
も
代
表
的
な
傳
本
と
言
え
る
。
そ
こ
で

以
下
に
書
誌
の
詳
細
を
述
べ
、
そ
の
特
徵
や
資
料
的
な
價
値
に
つ
い
て
檢
討
し
て

み
た
い
。

（
１
）『
張
天
師
法
病
書
』（
光
緖
乙
未
（
二
一
、一
八
九
五
）
年
刊
）

　

框
郭
（
內
）
橫
九
・
九
㎝
×
一
三
・
五
㎝
、
四
針
眼
訂
法
。
表
紙
題
「
法
病
書
」、

封
面
題
「
光
緖
乙
未
年
新
刊
／
張
天
師
法
病
書
」。
冒
頭
（
一
葉
、「
大
財
神
歌
」 

等
）、
四
周
單
邊
、
半
葉
九
行
二
〇
字
、
白
口
・
黑
單
魚
尾
。
本
文
（
五
葉
）、
首
題 

「
張
天
師
法
病
書
」、
左
右
雙
邊
、
半
葉
九
行
二
一
字
、
白
口
・
黑
單
魚
尾
。
末
尾

（
半
葉
、「
小
送
歌
」）、
四
周
雙
邊
、
半
葉
九
行
二
〇
字
、
白
口
・
黑
單
魚
尾
。
裏

表
紙
の
背
面
に
「
不
可
損
壞
、
後
人
別
失
了
這
書
。」
と
の
書
き
入
れ
あ
り
。

　

構
成
は
、冒
頭
「
大
財
神
歌
」「
小
財
神
歌
」「
福
神
歌
」「
增
福
神
歌
」「
喜
神
歌
」 

「
喜
神
在
家
歌
」（
一
葉
）二
二

、
續
い
て
本
文
「
張
天
師
法
病
書
」（
五
葉
）、
末
尾 

に
「
小
送
歌
」（
半
葉
）。
な
お
後
述
の
『
張
天
師
驅
邪
治
病
符
法
祕
訣
』
に
見
え

る
よ
う
な
呪
符
や
圖
像
な
ど
は
な
い
。
葉
數
で
示
し
た
よ
う
に
、
內
容
の
大
半
が

三
十
日
病
占
で
あ
り
、
そ
の
占
辭
は
『
玉
匣
記
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
末
尾
の

附
錄
參
照
）。
お
そ
ら
く
同
書
か
ら
單
行
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
既
に
前
章
で
他
書

と
比
較
す
る
た
め
に
占
辭
を
擧
げ
た
が
、
改
め
て
そ
の
特
徵
を
示
す
た
め
初
七
日

條
を
引
い
て
み
た
い
。

初
七
日
、①

病
む
者
は
、
東
南
よ
り
之
を
得
。② 

土
地
・
家
神 

老
母
の
鬼
を
し
て

祟
を
作
さ
し
む
。③ 

嘔
逆
し
て
寒
熱
あ
り
、
手
足
は
沈
重
す
。④ 

其
の
鬼 

臥
床
の

東
北
に
在
り
て
坐
す
。⑤ 

白
錢
五
張
を
用
て
、
東
南
に
向
か
う
こ
と
三
十
步
に

し
て
之
を
送
れ
ば
、
大
吉
。⑥ 〔
原
文
は
末
尾
の
附
録
参
照
〕

　

こ
の
よ
う
に
、
各
占
辭
は
、
①
日
付
、
②
病
を
得
た
方
向
、
③
祟
・
病
を
行
う
鬼 

神
、
④
病
狀
、
⑤
鬼
神
の
所
在
、
⑥
辟
邪
方
法
で
構
成
さ
れ
る
。
た
だ
し
⑤

は
な
い
條
も
多
く
、
三
〇
條
中
八
條
（
五
・
六
・
七
・
十
五
・
十
八
・
二
十
五
・ 

二
十
六
・
二
十
九
）
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、③
祟
・
病
を
行
う
鬼
神
を
整
理
す
る
と
、

表
一
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
鬼
神
へ
の
言
及
は
、
ほ
と
ん
ど
の
條
に
見
え
る
が
、
初
四
日
條
・
初

7 淸末刊『張天師法病書』と近世における三十日病占の展開
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十
日
條
・
十
八
日
條
の
み
言
及
が
な
い
。
も
っ
と
も
十
八
日
條
は
、
具
體
的
な

鬼
神
に
は
言
及
し
な
い
も
の
の
、「
鬼 

床
の
東
南
上
に
在
り
て
坐
す
。」
と
あ
り
、

鬼
の
所
在
に
は
言
及
す
る
か
ら
、
元
々
あ
っ
た
具
體
的
な
鬼
神
へ
の
言
及
が
あ
っ

た
も
の
が
、
脫
落
し
た
可
能
性
が
高
い
。
殘
る
二
條
も
同
樣
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

興
味
ぶ
か
い
の
は
、
鬼
神
へ
の
言
及
の
中
で
「
○
○
使
△
△
作
祟
（
も
し
く
は

作
病
）」
な
ど
の
形
で
、
あ
る
鬼
神
が
べ
つ
の
鬼
神
に
祟
り
を
行
わ
せ
る
表
現
が

見
え
る
こ
と
で
あ
る
（
表
二
）。
と
り
わ
け
、
使
役
す
る
側
の
鬼
神
が
、
樹
神
や

土
地
神
、
金
神
な
ど
、
神
的
性
格
の
强
い
鬼
神
で
あ
る
の
に
對
し
、
使
役
さ
れ
る

側
の
鬼
神
は
、
家
親
や
客
死
鬼
な
ど
の
鬼
（
死
者
・
亡
者
）
的
な
鬼
神
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
種
の
鬼
神
の
上
下
關
係
を
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

表
現
は
、
具
體
的
な
鬼
神
に
言
及
す
る
二
七
條
中
、
約
半
數
の
十
三
條
に
見
え
て

お
り
、
通
念
的
な
鬼
神
觀
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
祖
靈
を
意
味
す
る
「
家
親
」
が
頻
繁
に
使
役
さ
れ
て
い
る
の
に
對
し
、

「
家
神
」
は
使
役
す
る
側
に
の
み
見
え
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
祖
靈
と
は
別
の
家

內
神
な
ど
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

病
を
得
た
方
角
を
整
理
す
る
と
、
表
三
の
よ
う
に
な
る
が
、
東
北
が
明
ら
か
に

多
い
一
方
で
、
西
北
が
一
例
し
か
な
い
二
三

。
こ
れ
は
東
北
・
鬼
門
、
西
北
・
天

門
の
觀
念
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
二
四

。
鬼
門
は
そ
も
そ
も
「
萬
鬼
の
出
入

り
す
る
」（『
論
衡
』
訂
鬼
篇
）
方
角
だ
が
、
鬼
門
・
天
門
と
病
占
の
關
係
に
つ
い

て
は
、
元
『
陰
陽
備
用
選
擇
成
書
』
巻
十
疾
病
門
「
張
天
師
占
得
病
鬼
照
圖
」
に

見
え
る
。
そ
の
內
容
は
大
ま
か
に
言
え
ば
、
六
十
干
支
日
を
東
西
南
北
に
配
し
て

占
う
も
の
で
、
そ
の
中
で
鬼
門
に
近
い
日
は
病
が
篤
く
、
天
門
に
近
い
日
は
「
符

錄
を
帶
び
れ
ば
吉
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
十
日
病
占
に
は
、
當
時
の
方

位
觀
念
の
影
響
も
窺
え
る
。

（
２
）『
張
天
師
驅
邪
治
病
符
法
祕
訣
』（
光
緖
三
（
一
八
七
七
）
年
抄
繪
刊
本
）

　

全
體
橫
一
二
・
五
㎝
×
二
一
・
三
㎝
、
五
針
眼
訂
法
。
表
紙
題
「
光
緖
三
年
夏
月

抄
繪
／
張
天
師
驅
邪
治
病
□
篇
（
題
簽
型
の
印
刷
）」、
版
心
題
「
張
天
師
驅
邪
治

病
祕
訣
」。
表
紙
お
よ
び
各
葉
に
襯
紙
が
挾
み
込
ま
れ
て
い
る
。
無
格
（
版
心
の

み
あ
り
）、
白
口
・
黑
雙
魚
尾
（
相
向
）。
冒
頭
の
呪
語
（「
凡
是
畫
符
者
叩
齒
三

通
…
…
」）
は
、
半
葉
八
行
、
一
行
不
定
（
十
六
～
十
九
字
）。
本
文
（
三
十
日
每

の
病
占
）
は
、
半
葉
に
文
字
六
行
、
一
行
不
定
（
十
九
～
二
十
二
字
）、
呪
符
二
、

鬼
神
圖
一
を
圖
六
の
通
り
配
す
。

　

全
體
の
構
成
を
各
葉
每
に
示
せ
ば
次
の
通
り
。
＊
葉
數
は
全
て
版
心
の
數
字
に

據
る

第
一
葉
（
表
）
張
天
師
圖　

（
裏
）
張
天
師
驅
治
病
符
法
祕
訣

第
二
葉
（
表
）
本
文
三
十
日
病
占
の
十
三
、十
四
日

　
　
　

（
裏
）
同
十
五
、十
六
日

第
三
葉
（
表
）
本
文
三
十
日
病
占
の
初
五
、
初
六
日

　
　
　

（
裏
）
同
初
七
、八
日
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第
四
葉
（
表
）
此
符
鎭
諸
邪
惡
夢
行
法　

子
時マ

マ

符
・
丑
日
符
・
寅
日
符
・
卯

日
符
・
辰
日
符
・
巳
時マ

マ

符

　
　
　

（
裏
）
午
日
符
・
未
日
符
・
申
日
符
・
酉
日
符
・
戌
日
符
・
亥
日
符

第
五
葉
（
表
）（
裏
）
第
四
葉
と
完
全
に
重
複　

半
心
の
葉
數
は
「
五
」
と
あ 

り
、
こ
こ
の
み
異
な
る

第
六
葉
（
表
）
本
文
三
十
日
病
占
の
二
十
九
、三
十
日

　
　
　

（
裏
）
鬼
神
圖
一
、
呪
符
三

第
七
葉
（
表
）
本
文
三
十
日
病
占
の
初
九
、
初
十
日

　
　
　

（
裏
）
同
十
一
、十
二
日

第
八
葉
（
表
）
本
文
三
十
日
病
占
の
二
十
一
、二
十
二
日

　
　
　

（
裏
）
同
二
十
三
、二
十
四
日

第
九
葉
（
表
）
本
文
三
十
日
病
占
の
初
一
、
初
二
日

　
　
　

（
裏
）
同
初
三
、
初
四
日

第
十
葉
（
表
）
本
文
三
十
日
病
占
の
十
七
、十
八
日

　
　
　

（
裏
）
同
十
九
、二
十
日

こ
の
よ
う
に
、
本
文
の
次
序
は
明
ら
か
に
錯
簡
し
て
お
り
、
ま
た
落
丁
も
見
ら
れ

る
（
本
文
三
十
日
病
占
の
二
十
五
日
條
か
ら
二
十
八
日
條
に
相
當
す
る
一
葉
を
落

丁
）。
そ
の
一
方
で
、
版
心
の
葉
數
は
「
一
」
か
ら
「
十
」
ま
で
誤
り
な
く
竝
ん

で
お
り
、
錯
簡
は
原
稿
を
上
梓
す
る
段
階
で
お
こ
っ
た
か
、
も
し
く
は
底
本
の
あ

や
ま
り
を
そ
の
ま
ま
引
き
繼
い
だ
可
能
性
も
あ
る
。

　

本
文
の
三
十
日
病
占
は
、字
句
も
含
め
て
ほ
ぼ
（
１
）
の
も
の
と
一
致
す
る
が
、

（
１
）
に
見
え
な
か
っ
た
呪
符
や
鬼
神
圖
が
見
え
る
（
圖
六
・
附
錄
參
照
）。
こ
の

內
、
鬼
神
圖
に
つ
い
て
は
出
典
が
未
詳
だ
が
、
呪
符
の
方
は
、『
玉
匣
記
』
や
日

用
類
書
に
見
え
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
本
書
に
は
、
惡
夢
を
鎭
め
る
呪
符
も
揭
載
さ
れ
て
お
り
（
第
四
・
五

葉
）、
前
章
で
述
べ
た
通
り
、『
玉
匣
記
』
卷
五
「
鎭
惡
夢
符
法
」
か
ら
轉
載
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
夢
占
と
病
占
の
繫
が
り
が
窺
え
る
が
、
か
え
っ

て
『
玉
匣
記
』
で
三
十
日
病
占
と
竝
ん
で
揭
載
さ
れ
て
い
る
「
鎭
諸
怪
符
法
」
の

呪
符
は
取
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
第
四
葉
と
第
五
葉
が
全
く
同
じ
鎭
夢
呪
符
を

重
複
し
て
載
せ
る
こ
と
か
ら
、
底
本
に
は
鎭
夢
呪
符
と
鎭
怪
呪
符
が
い
ず
れ
も
揭

載
さ
れ
て
い
た
が
、
翻
刻
す
る
段
階
で
、
あ
や
ま
っ
て
鎭
夢
呪
符
の
方
を
重
複
し

て
二
葉
彫
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
鎭
夢
呪
符
と
鎭
怪
呪
符
は
、
そ
れ
ぞ

れ
十
二
枚
と
十
一
枚
で
形
式
も
よ
く
似
て
お
り
、
見
閒
違
え
て
も
無
理
は
な
い
だ

ろ
う
。

　

な
お
表
紙
に
あ
る
「
光
緖
三
年
夏
月
抄
繪
」
と
は
、
本
書
で
は
な
く
、
そ
の
底

本
の
插
繪
が
描
か
れ
た
年
代
と
も
考
え
ら
れ
る
。
繪
の
稚
拙
さ
は
底
本
を
未
熟
な

技
術
で
寫
し
た
狀
況
を
彷
彿
さ
せ
、
ま
た
版
面
は
比
較
的
整
っ
て
い
る
に
も
關
わ

ら
ず
、
右
の
よ
う
な
ひ
ど
い
錯
簡
・
落
丁
が
あ
る
の
は
、
亂
雜
な
覆
刻
事
業
に
よ

る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
光
緖
の
末
年
頃
に
、
鬼

神
圖
を
加
え
た
『
張
天
師
驅
邪
治
病
符
法
祕
訣
』
が
流
布
し
て
い
た
の
は
確
か
だ



ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
小
稿
で
は
、
三
十
日
病
占
を
中
心
と
し
て
近
世
の
占
病
文
獻
の
流
布
狀

況
を
見
て
き
た
。
明
代
頃
に
成
立
し
た
三
十
日
病
占
は
、
通
俗
的
な
鬼
神
觀
や
術

數
的
な
時
空
觀
を
背
景
に
、
以
後
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
占
病
文
獻
と
し
て
社
會
に
浸

透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
狀
況
は
、
明
末
か
ら
淸
代
に
か
け
て
の
小

說
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
宗
敎
者
や
術
數
家
の
み
な
ら
ず
、
上
流
階
級
か
ら
庶
民

に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
點
は
陳
于
柱
氏
が
發
病
書
を
醫
療

從
事
者
で
あ
る
醫
者
や
宗
敎
者
に
よ
り
用
い
ら
れ
た
と
想
定
す
る
こ
と
と
は
、
ま

た
異
な
る
一
面
と
言
え
る
。

　

從
來
の
硏
究
で
は
、
敦
煌
・
吐
魯
番
の
「
發
病
書
」
が
社
會
史
資
料
と
し
て
着

目
さ
れ
る
一
方
で
、近
世
の
占
病
文
獻
の
存
在
は
殆
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
近
世
に
お
け
る
術
數
學
硏
究
に
お
い
て
も
同
樣
で
、
例
え
ば
宮
寶
利
『
術

數
活
動
與
明
淸
社
會
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
や
劉
祥
光
『
宋
代

日
常
生
活
中
的
卜
算
與
鬼
怪
』（
政
大
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
、
近
年
の

硏
究
で
も
占
病
文
獻
に
は
殆
ど
觸
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
世
以

降
も
樣
々
な
占
病
文
獻
が
撰
述
・
出
版
さ
れ
て
お
り
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
文
化
と
し

て
浸
透
し
た
こ
と
は
小
稿
で
も
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
世
の
占
病
文
獻
は
、
張
天
師
の
名
を
冠
す
る
病
占
が
非
常
に
多

く
な
る
こ
と
か
ら
、
通
俗
道
敎
と
の
關
係
も
改
め
て
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
小

稿
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
淸
末
に
は
、
六
十
干
支
日
に
基
づ
く
『
張

天
師
法
病
書
』（
光
緖
三
三
年
成
和
堂
刊
本
、
個
人
藏
）
も
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

當
時
な
お
新
た
な
占
病
文
獻
が
撰
述
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
六
十
干
支
日
を
用
い

た
病
占
は
、
小
稿
で
取
り
上
げ
た
元
刊
『
陰
陽
備
用
選
擇
成
書
』「
張
天
師
占
得

病
鬼
照
圖
」
の
例
も
あ
る
が
、本
書
は
む
し
ろ
內
容
的
に
は
三
十
日
病
占
に
近
い
。

小
稿
を
踏
ま
え
て
今
後
改
め
て
檢
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

〈
註
〉

一 

黃
正
建
『
敦
煌
占
卜
文
書
與
唐
五
代
占
卜
硏
究
』（
二
〇
〇
一
年
、
學
苑
出

版
、
一
三
六
～
一
四
六
頁
）、D

onald harper, ‘
Iatrom

ancie ,, M
arc 

K
alinow

ski 

（ed

）, D
ivination et société dans la C

hine m
édiévale, 

Paris: B
ibliothèque nationale de F

rance, 2003

：pp.471

︱512

、

D
onald harper, ‘

D
unhuang iatrom

antic m
anuscripts P.2856R

° and 

P.2675V

°,,V
ivienne Lo and Christopher Cullen 

（ed

）, M
edieval 

C
hinese M

edicine, Routledge Curzon, 2005

：pp.134

︱164

、
劉
永
明

「
敦
煌
道
敎
的
世
俗
化
之
道
」（『
敦
煌
學
輯
刊
』
二
〇
〇
六
年
・
第
一
期
）、

王
晶
波
『
敦
煌
占
卜
文
獻
與
社
會
生
活
』（
甘
肅
敎
育
出
版
社
、
二
〇
一
三

年
、
四
五
一
～
四
七
〇
頁
）、
鄭
炳
林
・
陳
于
柱
『
敦
煌
占
卜
文
獻
敍
錄
』（
蘭
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州
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
四
五
～
一
五
八
頁
）、
岩
本
篤
志
『
唐

代
の
醫
藥
書
と
敦
煌
文
獻
』（
角
川
學
藝
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
二
四
五
～

二
七
一
頁
）、
陳
于
柱
『
敦
煌
吐
魯
番
出
土
發
病
書
整
理
硏
究
』（
科
學
出
版

社
、
二
〇
一
六
年
）。

二 

注
一
・
陳
于
柱
氏
前
揭
書
（
二
〇
一
六
年
）
二
六
頁
。

三 

拙
書
評
「
陳
于
柱
『
敦
煌
吐
魯
番
出
土
發
病
書
整
理
硏
究
』」（『
東
方
宗
敎
』

第
一
三
〇
號
、
二
〇
一
七
年
）。

四 

陳
氏
は
本
書
を
「
明
淸
以
後
的
作
品
」
と
す
る
（
注
一
・
前
揭
書
（
二
〇
一
六

年
）
二
六
頁
）。

五 

こ
の
う
ち
通
書
『
玉
匣
記
』
や
日
用
類
書
に
見
え
る
占
病
文
獻
は
、
明
淸
小

說
と
の
關
わ
り
か
ら
小
川
陽
一
氏
の
硏
究
で
も
觸
れ
ら
れ
て
お
り（
同
氏『
日

用
類
書
に
よ
る
明
淸
小
說
の
硏
究
』
硏
文
出
版
、
一
九
九
五
年
、
四
四
～

四
五
、二
五
九
～
二
六
〇
、二
八
七
～
二
八
八
頁
）、
三
浦
國
雄
氏
も
小
川
氏

の
指
摘
を
ふ
ま
え
、『
玉
匣
記
』
の
硏
究
の
中
で
、『
金
甁
梅
』『
醒
世
姻
緣

傳
』『
紅
樓
夢
』
に
『
玉
匣
記
』（
祟
書
）
が
登
場
す
る
こ
と
に
觸
れ
て
い
る

（
同
氏
「
通
書
『
玉
匣
記
』
初
探
」（『
人
文
學
報
』
第
八
六
號
、二
〇
〇
二
年
、

一
二
頁
）。

六 

周
知
の
通
り
、
中
國
で
は
、
淸
朝
以
前
の
文
物
は
原
則
と
し
て
國
外
持
ち
出

し
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
購
入
後
、
張
麗
山
氏
に
保
管
し

て
頂
い
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
九
月
に
筆
者
は
杭
州
を
訪
れ
、
實
見
調
査
お

よ
び
資
料
原
本
の
接
寫
を
行
っ
た
。

七 

工
藤
元
男
「
睡
虎
地
秦
簡
「
日
書
」
に
お
け
る
病
因
論
と
鬼
神
の
關
係
に
つ

い
て
」（『
東
方
學
』
第
八
八
輯
、
一
九
九
四
年
）。

八 

本
書
は
廣
島
中
央
圖
書
館
・
淺
野
文
庫
所
藏
。
磯
部
彰
『
廣
島
市
立
中
央
圖

書
館
藏
淺
野
文
庫
漢
籍
圖
錄
』（
東
北
大
學
東
北
ア
ジ
ア
硏
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
五
年
）
に
解
題
が
あ
る
。

九 

原
文
は
『
紅
樓
夢
校
注
本
』（
北
京
師
範
大
學
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
に

基
づ
き
、簡
體
字
は
正
字
に
置
き
換
え
た
。
ま
た
現
代
語
譯
は
井
波
陵
一『
新

譯
紅
樓
夢
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
～
二
〇
一
四
年
）
を
參
照
し
、
な
る

べ
く
直
譯
に
務
め
た
。

一
〇 

前
述
の
通
り
、
小
說
と
日
用
類
書
・『
玉
匣
記
』
の
關
係
に
つ
い
て
は
、

小
川
陽
一
氏
や
三
浦
國
雄
氏
が
既
に
簡
單
に
觸
れ
て
い
る
（
注
五
參
照
）。

た
だ
、
い
ず
れ
の
硏
究
も
『
紅
樓
夢
』
第
四
二
回
の
具
體
的
な
記
述
に
つ

い
て
檢
討
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
お
い
た
。

一
一 

小
川
陽
一
氏
は
『
金
甁
梅
詞
話
』
第
四
八
回
の
官
哥
兒
の
病
狀
を
劉
婆
子

が
「
路
上
で
五
道
將
軍
に
出
く
わ
し
た
」
た
め
と
說
明
す
る
場
面
に
つ
い

て
、
日
用
類
書
の
三
十
日
病
占
の
占
辭
と
比
較
す
る
（
注
五
・
前
揭
書
、

二
五
九
～
二
六
〇
頁
）。
ま
た
、『
醒
世
姻
緣
傳
』
第
三
回
に
は
、「
祟
書
」

の
三
十
日
病
占
を
用
い
て
病
氣
を
占
う
場
面
が
あ
る
が
、
實
際
の
日
用
類

書
や
『
玉
匣
記
』
と
占
辭
が
一
致
し
な
い
た
め
、
當
時
、
三
種
類
以
上
の



三
十
日
病
占
が
あ
っ
た
と
考
え
る
（
四
四
～
四
五
頁
）。

一
二 
京
都
大
學
・
辻
正
博
氏
の
御
敎
示
に
よ
る
。
な
お
宮
紀
子
氏
の
解
題
に
よ

れ
ば
、
本
書
に
は
共
通
の
祖
本
を
持
つ
北
京
國
家
圖
書
館
本
と
京
都
大
學

本
が
傳
存
す
る
（
同
氏
「
附
屬
圖
書
館
の
珍
本
︱
︱
公
開
展
示
『
學
び
の

世
界
』
の
選
書
か
ら
」『
靜
修
』
第
三
九
卷
三
號
、
二
〇
〇
二
年
、
七
～
八 

頁
）。
小
稿
の
引
用
は
字
句
・
圖
像
い
ず
れ
も
京
都
大
學
貴
重
資
料
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
京
都
大
學
本
に
據
っ
た
。

一
三 

こ
の
ほ
か『
妙
錦
萬
寶
全
書
』『
萬
書
淵
海
』『
萬
用
正
宗
』は『
五
車
拔
錦
』

と
同
題
だ
が
、『
三
台
萬
用
正
宗
』
は
「
張
天
師
法
病
祕
書
」
と
題
す
（
い

ず
れ
も
日
用
類
書
集
成
所
收
）。

一
四 

た
だ
し
Ａ
と
Ｂ
の
占
辭
は
、
Ｃ
に
比
し
て
や
や
類
似
の
表
現
も
見
え
る
。

一
五 

こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
小
川
陽
一
氏
も
作
者
に
よ
る
占
辭
の
書
き
換
え
と

別
系
統
の
占
病
文
獻
の
存
在
、兩
方
の
可
能
性
を
想
定
し
て
い
る
（
注
五
・

前
揭
書
、
四
四
～
四
五
、二
八
七
～
二
八
八
頁
）。
小
川
氏
は
取
り
上
げ
て

い
な
い
が
、
例
え
ば
『
紅
樓
夢
』
の
二
十
五
日
條
は
『
玉
匣
記
』
の
初
一

日
條
と
よ
く
似
て
お
り
、
實
際
の
占
辭
か
ら
小
說
の
占
辭
に
筋
に
合
っ
た

占
辭
が
創
出
さ
れ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

一
六 

注
一
二
・
宮
紀
子
氏
前
揭
論
文
。
な
お
本
書
に
は
、
筆
者
の
知
り
限
り
、

元
刊
本
『
陰
陽
備
用
選
擇
成
書
』
に
の
み
見
え
る
「
張
天
師
占
得
病
鬼
照

圖
」
が
引
か
れ
て
お
り
（
後
述
）、
明
末
の
日
用
類
書
以
前
の
記
事
と
し

て
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

一
七 

注
五
・
三
浦
國
雄
氏
前
揭
論
文
、
一
二
頁
。
な
お
小
稿
で
引
用
す
る
『
玉

匣
記
』
の
字
句
・
畫
像
は
み
な
こ
の
內
閣
文
庫
本
に
據
る
。

一
八 

注
五
・
三
浦
國
雄
氏
前
揭
論
文
、
八
～
一
二
頁
。

一
九 

坂
出
祥
伸
・
小
川
陽
一
編
『
五
車
拔
錦
』（
汲
古
書
院
一
九
九
九
年
、「
解

說
」
一
六
～
一
八
頁
）。

二
〇 

な
お
『
玉
匣
記
』
で
は
、
三
十
日
病
占
の
後
に
十
一
枚
の
鎭
怪
呪
符
を
揭

載
す
る
が
、
こ
こ
で
も
「
鎭
諸
怪
符
法
」
と
題
し
て
ほ
ぼ
同
文
を
再
揭
し

て
い
る
。

二
一 

『
五
車
拔
錦
』
に
は
夢
占
に
關
す
る
門
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ

の
二
年
後
（
萬
曆
二
七
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
三
台
萬
用
正
宗
』
卷
三
三

夢
珍
門
「
鎭
日
辰
夢
之
符
」
を
比
較
對
象
と
し
て
擧
げ
た
。
な
お
夢
占
と

し
て
『
三
台
萬
用
正
宗
』・『
玉
匣
記
』
と
も
に
『
周
公
解
夢
全
書
』
を
引

き
、『
夢
學
全
書
』
卷
一
に
も
類
似
の
夢
占
が
見
え
る
が
、
三
者
の
閒
に

は
一
部
の
占
辭
に
類
似
の
表
現
が
見
え
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
全
く
異

な
る
占
辭
で
あ
り
、
三
十
日
病
占
と
同
樣
、
占
辭
そ
の
も
の
に
は
直
接
の

繫
が
り
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

二
二 
こ
れ
ら
の
歌
訣
は
、
本
稿
で
扱
う
『
玉
匣
記
（
增
廣
玉
匣
記
通
書
）』
と

は
別
系
統
の
『
增
補
萬
全
玉
匣
記
』
な
ど
に
類
似
の
も
の
が
載
錄
さ
れ
て

い
る
が
（
大
野
裕
司
氏
・
水
野
杏
紀
氏
の
御
敎
示
に
よ
る
）、
異
な
る
字
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句
も
多
く
、
な
お
檢
討
の
餘
地
が
あ
る
。

二
三 
な
お
『
玉
匣
記
』
は
初
六
・
初
十
日
條
を
「
正
東
」
に
作
る
た
め
、
東
北

は
二
條
少
な
い
。

二
四 

鬼
門
・
天
門
の
起
源
に
つ
い
て
は
水
野
杏
紀
「
鬼
門
の
時
閒
的
・
空
閒
的

考
察
」（『
東
方
宗
敎
』
一
一
二
號
、
二
〇
〇
八
年
）
に
詳
し
い
。

附
記　

小
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
硏
費
１
５
Ｊ
０
２
８
７
９
（
特
別
硏
究
員
奬
勵
費
）

の
助
成
を
受
け
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
小
稿
投
稿
後
に
陳
于
柱
・
張
福
慧

「
新
發
見
的
線
裝
本『
張
天
師
發
病
書
』『
發
病
全
書
』整
理
硏
究
」（『
敦
煌
學
輯
刊
』

二
〇
一
七
年
・
第
二
期
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
い
た
。
最
新
の
硏
究

を
反
映
で
き
な
か
っ
た
點
は
、
愼
ん
で
反
省
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
該
當
論
文
は

陳
氏
注
一
・
前
揭
書
の
刊
行
前
に
投
稿
さ
れ
て
お
り
、『
張
天
師
法
病
書
』
に
關

す
る
論
點
は
前
揭
書
と
槪
ね
同
樣
の
た
め
、
特
に
小
稿
の
內
容
を
改
め
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
陳
氏
が
新
た
に
紹
介
す
る
『
發
病
全
書
』
に
は
、
小
稿
「
お
わ
り

に
」
で
觸
れ
た
も
う
一
つ
の
『
張
天
師
法
病
書
』（
成
和
堂
刊
本
）
と
も
通
底
す

る
六
十
干
支
日
を
用
い
た
占
法
が
見
え
て
お
り
、
合
わ
せ
て
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。



凡　

例

一
、『
張
天
師
法
病
書
』（
光
緖
乙
未
刊
本
）
を
底
本
と
し
て
字
體
は
な
る
べ
く
正

字
に
統
一
し
た
。
ま
た
、『
張
天
師
驅
邪
治
病
符
法
祕
訣
』（
以
下
「
抄
繪 

本
」）。『
玉
匣
記
』
を
用
い
て
對
校
し
、
字
句
の
異
同
・
訂
正
を
注
記
し
た

（
單
純
な
誤
字
や
異
體
字
を
除
く
）。
な
お
抄
繪
本
に
つ
い
て
は
細
か
い
異
同

が
あ
ま
り
に
多
い
た
め
、
文
意
の
變
わ
ら
な
い
範
圍
で
の
異
同
（
例
え
ば
、

方
位
の
前
後
に
「
向
」「
方
」
を
付
け
る
か
否
か
、「
痛
」
と
「
疼
」
の
違 

い
、
單
純
な
誤
字
・
脫
字
な
ど
）
は
、
重
要
な
場
合
を
除
き
注
記
し
な
か
っ 

た
。

一
、
原
文
の
訂
正
や
表
記
に
あ
た
り
、
次
の
體
例
を
用
い
た
。

　
　

□ 

缺
字
、
底
本
が
讀
め
な
い
字　

〔　

〕 

他
資
料
に
基
づ
き
補
っ
た
字　

（　

）
小
字
注　

Ａ
（
Ｂ
） 

原
文
Ａ
字
を
Ｂ
字
に
改
め
る

Ａ 

Ａ
Ｂ 

衍
字
と
見
な
し
、
削
除
す
べ
き
字

一
、
◯陳
は
陳
于
柱
氏
所
藏
『
張
天
師
發
病
書
』。
字
句
は
『
敦
煌
吐
魯
番
出
土
發

病
書
整
理
硏
究
』
所
收
本
（
簡
體
字
）
に
據
り
、
引
用
の
際
に
无
・
后
は 

無
・
後
に
改
め
、
ま
た
他
も
適
宜
正
字
に
改
め
た
。

一
、『
張
天
師
驅
邪
治
病
符
法
祕
訣
』
に
は
、
二
條
每
に
鬼
神
圖
一
枚
、
呪
符
二

附
録
　
校
訂
『
張
天
師
法
病
書
』（
光
緒
乙
未
刊
本
）

枚
を
揭
載
し
て
お
り
、
末
尾
に
ま
と
め
て
揭
載
し
た
。

一
、
冒
頭
の
「
大
財
神
歌
」「
小
財
神
歌
」「
福
神
歌
」「
增
福
神
歌
」「
喜
神
歌
」 

「
喜
神
在
家
歌
」
お
よ
び
末
尾
の
「
小
送
歌
」
は
、
本
文
の
後
に
揭
載
し
た
。

○
張
天
師
法
病
書
（
本
文
）

初
一
日
、
病
者
、
東
南
路
上
得
之
。
樹
神
使
客
死
鬼
作
祟
。
頭
疼
、
作
寒
熱
、
起

坐
無
力
、
吃
食
無
味
。
用
黃
錢
五
張
、
向
東
南
方
四
十
步
送
之
、
卽
愈
（
一
）。

（
一
）
抄
繪
本
「
愈
」
作
「
安
」。

◯陳
一
日
病　

東
南
上
客
死
鬼
作
病
。
頭
病
、
身
無
力
、
食
無
味
。
黃
錢
五
張
、

東
南
送
三
十
步
、
大
吉
利
。

初
二
日
、
病
者
、
東
南
方
得
之
。
是
家
親
・
老
鬼
作
病
（
一
）。
初
（
二
）
頭
疼
、
口
亂 

不
寧
、
熱
多
冷
少
、
四
肢
無
力
、
嘔
吐
不
止
。
用
白
錢
五
張
、
向
東
南
方
三
十
步

送
之
、
卽
安
（
三
）。

（
一
）
抄
繪
本
「
病
」
作
「
祟
」。（
二
）
抄
繪
本
有
「
病
」
字
。（
三
）
抄
繪
本 

「
卽
安
」
作
「
大
吉
」。

◯陳
二
日
病　

東
南
得
家
親
鬼
。
初
頭
疼
、
忽
亂
不
安
、
四
肢
無
力
、
吐
不
止
、

發
冷
發
熱
。
白
小
錢
五
張
、
東
方
送
五
十
步
、
卽
安
康
。

初
三
日
、
病
者
、
正
北
（
一
）
得
之
。
是
家
親
作
祟
。
初
害
頭
疼
（
二
）、
乍
寒
乍 
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〔
熱
（
三
）〕
不
寧
。
飮
食
不
進
、
用
黃
錢
五
張
、
向
正
北
二
十
步
（
四
）
送
之
、
大
吉
。

（
一
）
抄
繪
本
「
正
北
」
作
「
北
方
」。（
二
）
抄
繪
本
「
害
頭
疼
」
作
「
發
頭

痛
」。（
三
）
玉
匣
記
・
抄
繪
本
有
「
熱
」
字
、
據
之
補
。（
四
）
抄
繪
本
無
「
二 

十
步
」
三
字
。

◯陳
三
日
病　

北
方
得
病
、
是
家
鬼
。
乍
冷
熱
、
食
不
進
口
。
黃
錢
五
張
、
正
北

上
送
四
十
步
、
大
吉
安
。

初
四
日
、
病
者
、
東
北
得
之
。
病
者
、
手
足
沈
重
、
頭
疼
、
狂
亂
不
寧
、
飮
食
嘔

吐
。
用
黃
錢
五
張
、
向
東
北
五
十
步
送
之
、
卽
愈
、
大
吉
（
一
）。

（
一
）
玉
匣
記
・
抄
繪
本
無
「
大
吉
」
二
字
。

◯陳
四
日
病　

東
北
上
得
病
。
手
脚
重
、
身
忽
亂
、
頭
中
疼
、
吐
不
安
。
用
黃
錢
五 

張
、
東
北
上
送
五
十
步
。

初
五
日
、
病
者
、
東
北
得
之
。
此
石
榴
鬼
作
病
（
一
）。
乍
寒
乍
熱
、
嘔
吐
不
止
。

其
鬼
在
床
頭
坐
。
用
黃
錢
五
張
、
向
東
北
送
（
二
）
十
步
送
之
、
大
吉
（
三
）。

（
一
）
抄
繪
本
「
病
」
作
「
祟
」。（
二
）
玉
匣
記
・
抄
繪
本
「
送
」
作
「
五
」、

據
之
刪
。（
三
）
玉
匣
記
「
大
吉
」
作
「
卽
安
」。

◯陳
五
日
病　

東
北
上
、
石
柳
鬼
作
患
。
乍
寒
乍
熱
、
吐
不
安
。
鬼
在
床
上
坐
。

用
黃
小
錢
五
張
、
東
北
五
十
步
送
之
。

初
六
日
、
病
者
、
東
北
（
一
）
所
得
。
橫
（
樹
（
二
））
神
使
黃
頭
鬼
作
祟
。
四
肢
沈

重
、
霍
亂
不
寧
、
遍
身
疼
痛
。
鬼
在
臥
床
衣
服
上
坐
（
三
）、
用
白
錢
五
張
、
向
正

東
四
十
步
送
之
、
大
吉
。

（
一
）
玉
匣
記
「
東
北
」
作
「
正
東
」、
抄
繪
本
作
「
東
方
」。（
二
）
玉
匣
記 

「
橫
」
作
「
樹
」、
據
之
改
。（
三
）
抄
繪
本
「
臥
床
衣
服
上
」
作
「
臥
衣
服
」。

◯陳
六
日
病　

正
東
得
病
、
頭
鬼
作
病
。
四
肢
沈
重
、
遍
身
疼
。
白
小
錢
五
張
、

正
東
送
之
四
十
步
、
卽
安
。

初
七
日
、
病
者
、
東
南
得
之
。
土
地
・
家
神
使
老
母
鬼
作
祟
。
嘔
逆
寒
熱
、
手
足

沈
重
。
其
鬼
在
臥
床
東
北
坐
。
用
白
錢
五
張
、
向
東
南
三
十
步
送
之
、
大
吉
。

◯陳
七
日
病　

東
南
得
病
、
土
地
神
使
家
親
。
吐
寒
熱
、
手
足
沈
重
。
用
白
小
錢
五 

張
、
送
東
南
上
二
十
步
。

初
八
日
、
病
者
、
東
北
得
之
。
土
地
使
婦
人
作
祟
（
一
）。
膝
脚
疼
痛
、
四
肢
無
力
、

乍
寒
乍
熱
、
飮
食
不
忌
（
思
）（
二
）。
用
黃
錢
五
張
、
向
東
北
二
十
步
送
之
、
卽
安
。

（
一
）
抄
繪
本
「
作
祟
」
作
「
病
」。（
二
）
抄
繪
本
「
忌
」
作
「
進
」。

◯陳
八
日
病　

東
北
上
得
病
、
土
地
使
婦
人
。
足
疼
、
四
肢
無
力
、
食
不
進
口
。

黃
錢
五
張
、
送
東
南
三
十
步
。

初
九
日
、
病
者
、
正
南
得
之
。
家
親
・
少
（
一
）
年
・
婦
人
鬼
。
其
病
、
嘔
吐
、
四



肢
無
力
、
手
脚
沈
重
、
坐
臥
不
安
。
用
白
錢
五
張
、
向
東
（
二
）
三
十
步
送
之
、
卽 

安
。（

一
）
抄
繪
本
「
少
」
作
「
中
」。（
二
）
玉
匣
記
「
東
」
作
「
正
南
」、
抄
繪
本

作
「
正
北
方
」。

◯陳
九
日
病　

正
南
上
、
少
婦
人
。
手
足
重
、
坐
立
不
安
、
吐
不
止
。
白
小
錢
五
張
、

正
南
送
三
十
步
。

初
十
日
、
病
者
、
東
北
（
一
）
得
之
。
其
病
、
先
輕
後
重
、
手
脚
如
打
（
二
）、
頭
疼
、

心
恍
惚
、乍
寒
乍
熱
、不
思
飮
食
。
用
白
錢
五
張
、向
正
東
四
十
步
送
之
、卽
安
（
三
）。

（
一
）
玉
匣
記
・
抄
繪
本
「
東
北
」
作
「
正
東
」。（
二
）
抄
繪
本
「
手
脚
如
打
」

作
「
手
足
如
火
」。（
三
）
玉
匣
記
「
安
」
作
「
愈
」。
抄
繪
本
「
卽
安
」
作
「
大 

吉
」。

◯陳
十
日
病　

得
病
、
正
東
。
先
輕
後
重
、
手
足
如
打
、
頭
疼
、
忽
亂
不
安
。
白

小
錢
五
張
、
正
東
上
送
三
十
步
、
大
吉
大
利
。

十
一
日
、
病
者
、
正
北
得
之
。
枉
死
・
婦
人
鬼
作
祟
（
一
）、
上
熱
下
寒
、
嘔
吐
、

酸
水
沈
重
、
不
思
飮
食
。
用
黃
錢
五
張
、
西
南
四
十
步
送
之
、
大
吉
（
二
）。

（
一
）
抄
繪
本
有
「
此
符
」
二
字
。（
二
）
抄
繪
本
無
「
用
黃
」
以
下
十
四
字
。

◯陳
十
一
日
病　

得
病
正
北
、枉
死
婦
人
。
上
冷
下
熱
、吐
不
止
。
用
黃
小
錢
五
張
、

西
南
送
之
三
十
步
、
大
吉
。

十
二
日
、
病
者
、
東
北
得
之
。
土
地
・
家
親
作
祟
、
先
輕
後
重
、
嘔
吐
不
寧
、
起 

臥
不
安
、
四
肢
寒
冷
。
用
白
錢
五
張
、
東
北
三
步
步
（
一
）
送
之
、
大
吉
（
二
）。

（
一
）
玉
匣
記
「
三
步
步
」
作
「
二
十
步
」。
據
之
刪
「
步
」
字
。
抄
繪
本
無 

「
三
步
」
二
字
。（
二
）
玉
匣
記
・
抄
繪
本
「
大
吉
」
作
「
卽
安
」。

◯陳
十
二
日
病　

東
北
上
得
病
。
先
輕
後
重
、
吐
不
寧
、
坐
立
不
安
。
用
白
小
錢
五 

張
、
東
北
上
送
三
十
步
、
大
吉
。

十
三
日
、
病
者
、
東
北
得
之
。〔
家
〕
親
・
男
子
・
少
亡
鬼
與
人
（
一
）
作
祟
。
其
病 

霍
亂
、
恍
惚
不
寧
、
吃
飮
食
（
二
）
無
味
。
用
黃
錢
五
張
、
正
北
（
三
）
五
十
步
送
之
、

卽
癒
（
四
）。

（
一
）
抄
繪
本
「
親
…
人
」
八
字
作
「
少
年
男
鬼
」。（
二
）
抄
繪
本
無
「
飮
食
」

二
字
。（
三
）
玉
匣
記
「
正
北
」
作
「
東
北
」。（
四
）
玉
匣
記
・
抄
繪
本
「
卽 

癒
」
作
「
大
吉
」。

◯陳
十
三
日
病　

得
病
東
北
上
、
少
年
男
子
鬼
。
忽
亂
不
安
、
吃
食
無
味
。
用
黃

小
錢
五
張
、
正
北
送
五
十
步
外
、
卽
安
。

十
四
日
、
病
者
、
正
東
得
之
。
家
神
・
引
鬼
（
一
）
作
祟
。
手
足
冷
、
霍
亂
、
坐
臥

不
安
、
飮
食
無
味
。
用
白
錢
五
張
、
東
南
（
二
）
三
十
步
送
之
、
卽
安
（
三
）。

（
一
）
抄
繪
本
「
家
神
・
引
鬼
」
作
「
衆
人
引
外
鬼
」。（
二
）
抄
繪
本
「
東
南
」

作
「
向
東
方
」。（
三
）
抄
繪
本
「
卽
安
」
作
「
大
吉
」。
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◯陳
十
四
日
病　

正
東
上
得
病
、
家
人
引
鬼
。
手
足
冷
、
吃
食
無
味
、
不
安
寧
。

白
小
錢
五
張
、
正
東
送
三
十
步
。

十
五
日
、
病
者
、
正
南
得
之
。
水
火
二
神
使
病
。
寒
熱
沈
重
、
嘔
吐
・
心
亂
、
不

思
飮
食
、
臥
（
鬼
）（
一
）
在
床
頭
坐
。
用
白
（
二
）
錢
五
張
、
正
南
三
十
步
送
之
、
大 

吉
。（

一
）
抄
繪
本
「
臥
」
作
「
鬼
」。
據
之
改
。（
二
）
抄
繪
本
「
白
」
作
「
舊
」。

◯陳
十
五
日
病　

正
南
上
、
水
火
二
神
作
病
。
手
足
沈
重
、
身
體
忽
亂
不
安
。
白

小
錢
五
張
、
送
正
南
三
十
步
、
大
吉
。

十
六
日
、
病
者
、
西
南
得
之
。
家
親
鬼
自
作
祟
。
頭
痛
（
一
）、
在
病
人
身
上
坐
。

乍
寒
乍
熱
、
四
肢
沈
重
。
用
黃
錢
三
張
、
西
南
四
十
步
送
之
、
大
吉
。

（
一
）
玉
匣
記
・
抄
繪
本
「
痛
」
作
「
疼
」。

◯陳
陳
十
六
日
病　

西
南
得
病
、
家
親
。
頭
疼
、
身
重
、
四
肢
冷
。
用
黃
小
錢
五
張
、

西
南
送
四
十
步
、
卽
安
。

十
七
日
、
病
者
、
正
西
得
之
。
少
年
・
女
子
鬼
作
祟
、
其
病
頭
疼
、
手
足
如
火
、

坐
臥
不
安
、
寒
熱
不
分
。
用
黃
錢
五
張
、
正
西
三
十
步
送
之
、
卽
安
（
一
）。

（
一
）
抄
繪
本
「
卽
安
」
作
「
大
吉
」。

◯陳
十
七
日
病　

得
病
、
西
南
、
少
年
女
鬼
。
頭
疼
、
坐
立
不
安
、
寒
熱
不
分
、
手
足 

冷
。
黃
小
錢
五
張
、
西
方
送
三
十
步
。

十
八
日
、
病
者
、
西
南
得
之
。
借
物
吃
飮
上
得
。
乍
寒
乍
熱
、
霍
亂
不
安
、
吃
食

無
味
。
鬼
在
床
東
南
上
坐
。
用
白
錢
五
張
、
西
南
四
十
步
送
之
、
大
吉
。

◯陳
十
八
日
病　

西
南
借
物
吃
食
上
得
。
乍
寒
乍
熱
、
忽
亂
不
安
、
吃
食
無
味
。

鬼
在
床
東
南
上
。
白
小
錢
五
張
、
西
南
四
十
步
送
之
。

十
九
日
、
病
者
、
正
北
得
之
。
枉
死
・
婦
人
鬼
作
祟
。
上
熱
下
冷
（
一
）、
嘔
吐
、

酸
水
沈
重
、
不
思
飮
食
。
用
黃
錢
五
張
、
西
南
三
十
步
送
之
、
大
吉
。

（
一
）
抄
繪
本
「
上
熱
下
冷
」
作
「
乍
熱
乍
冷
」。

◯陳
十
九
日
病　

得
病
正
北
、
枉
死
婦
人
鬼
。
上
熱
下
冷
、
吐
酸
水
、
不
思
飮
食
。

用
黃
小
錢
五
張
、
西
南
三
十
步
送
之
。

二
十
日
、
病
者
、
東
北
得
之
。
土
地
使
家
親
作
祟
。
先
輕
後
重
、
嘔
吐
不
寧
、
起

臥
不
安
、
四
肢
寒
熱
。
用
白
錢
五
張
、
東
北
五
十
步
送
之
、
大
吉
。

◯陳
二
十
日
病　

東
北
上
病
。
先
輕
後
重
。
土
地
使
家
人
。
嘔
吐
不
寧
、起
坐
不
安
。

白
小
錢
五
張
、
東
北
上
送
五
十
步
、
卽
安
。

二
十
一
日
、
病
者
東
北
得
之
。
家
親
・
男
子
・
少
亡
鬼
與
人
（
一
）
作
祟
。
其
病
霍 

亂
、
恍
惚
不
寧
、
吃
食
無
味
（
二
）。
用
黃
錢
五
張
。
正
北
四
十
步
送
之
、
卽
安
。



（
一
）
抄
繪
本
「
男
…
人
」
作
「
少
年
・
男
鬼
」。（
二
）
抄
繪
本
「
無
味
」
作 

「
不
進
」。

◯陳
二
十
一
日
病　

東
北
上
、
家
親
・
少
年
・
男
子
鬼
。
忽
亂
不
寧
、
用
黃
小
錢
五 

張
、
正
北
四
十
步
送
之
、
卽
安
。

二
十
二
日
、
病
者
、
正
東
得
之
。
井
神
・
引
鬼
其
（
兵
（
一
））
作
祟
。
手
足
冷
、

霍
亂
不
寧
、
坐
臥
不
安
、
飮
食
無
味
。
用
黃
錢
五
張
、
東
南
三
十
步
送
之
、
大
吉
。

（
一
）
玉
匣
記
・
抄
繪
本
「
其
」
作
「
兵
」、
據
之
改
。

◯陳
二
十
二
日
病　

正
東
井
神
引
鬼
兵
。
手
足
冷
、
不
安
寧
、
吃
食
無
味
。
黃
小

錢
五
張
、
東
南
送
三
十
步
。

二
十
三
日
、
病
者
、
正
南
得
之
。
西
衝
（
一
）・
五
道
・
山
神
使
客
死
（
二
）
鬼
作
祟
。

睡
臥
不
安
、
肚
疼
・
霍
亂
、
飮
食
無
味
。
用
黃
（
三
）
錢
五
張
、
西
南
四
十
步
送
之
、

大
吉
。

（
一
）
抄
繪
本
「
西
衝
」
作
「
四
衝
」。（
二
）
抄
繪
本
無
「
客
死
」
二
字
。（
三
）

玉
匣
記
「
黃
」
作
「
白
」。

◯陳
二
十
三
日
病　

正
南
得
病
、
五
道
山
神
使
鬼
作
病
。
坐
臥
不
安
、
肚
子
疼
、

黃
小
錢
五
張
、
西
南
四
十
步
送
之
。

二
十
四
日
、
病
者
、
西
南
得
之
。
因
用
牧
飮
食
（
一
）、
得
老
母
・
不
葬
鬼
作 

病
（
二
）。　
四
肢
沈
重
、
寒
熱
・
嘔
逆
。
用
黃
五
張
作
病
。　
四
肢
沈
重
（
三
）、
寒
熱
・

嘔
吐
（
四
）。
用
黃
錢
五
張
、
東
南
五
十
步
送
之
、
卽
安
（
五
）。

（
一
）
抄
繪
本
無
「
用
牧
飮
食
」。（
二
）
抄
繪
本
「
病
」
作
「
祟
」。（
三
）
抄

繪
本
「
四
肢
沈
重
」
作
「
病
因
四
肢
疼
痛
」。（
四
）
玉
匣
記
・
抄
繪
本
「
嘔 

吐
」
作
「
嘔
逆
」。（
五
）
抄
繪
本
「
卽
安
」
作
「
大
吉
」。

◯陳
二
十
四
日
病　

西
南
上
老
母
不
葬
鬼
作
病
。
四
肢
沈
重
、
寒
熱
嘔
逆
。
黃
小

錢
五
張
、
向
東
南
送
五
十
步
、
卽
安
。

二
十
五
日
、
病
者
、
正
西
得
之
。
金
神
使
老
子
鬼
作
病
。
定
然
（
一
）
身
沈
、
不
思

飮
食
。
其
鬼
在
睡
臥
處
坐
。
用
白
錢
七
張
、
正
西
四
十
步
送
之
、
卽
安
。

（
一
）
玉
匣
記
無
「
然
」
字
。

◯陳
二
十
五
日
病　

正
西
上
金
神
老
子
鬼
作
病
、
不
思
飮
食
、
鬼
在
臥
床
坐
。
黃

小
錢
五
張
、
正
西
四
十
步
送
之
。

二
十
六
日
、
病
者
、
西
北
得
之
。
北
方
火
神
使
和
尙
・
家
親
鬼
（
一
）
病
。
頭
疼
、

恍
惚
不
寧
。
鬼
祀
油
昔
（
在
油
燈
）（
二
）
上
坐
。
用
黃
錢
五
張
、西
北
五
十
步
送
之
、

卽
安
。

（
一
）
玉
匣
記
有
「
作
」
字
。（
二
）
玉
匣
記
「
祀
油
昔
」
作
「
在
油
燈
」、據
之
改
。

◯陳
二
十
六
日
病　

西
北
上
、
火
神
使
尙
鬼
。
頭
疼
不
安
。
用
黃
小
錢
五
張
、
向

西
北
方
五
十
步
送
之
、
大
吉
。
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二
十
七
日
、
病
者
正
東
得
之
。
東
方
神
使
小
男
子
・
鬼
不
合
（
不
合
鬼
）（
一
）
作 

病
。
頭
疼
往
（
狂
）（
二
）
亂
、
乍
寒
乍
熱
、
嘔
吐
思
（
惡
）（
三
）
心
。
用
黃
錢
三
張
、

正
東
二
（
四
）
十
步
送
之
、
大
吉
。

（
一
）
玉
匣
記
「
鬼
不
合
」
作
「
不
合
鬼
」、
據
之
改
。（
二
）
玉
匣
記
「
往
」 

作
「
狂
」、
據
之
改
。（
三
）
陳
氏
本
有
「
惡
心
」
句
、
據
之
改
。（
四
）
玉
匣
記 

「
二
」
作
「
三
」。

◯陳
二
十
七
日
病　

正
東
得
病
、
東
方
神
使
小
男
子
未
合
鬼
、
頭
疼
、
吐
水
、
惡
心
、

乍
冷
乍
熱
。
黃
小
錢
三
張
、
正
東
送
三
十
步
。

二
十
八
日
、
病
者
、
正
北
得
之
。
金
神
使
家
宅
・
小
女
子
鬼
作
病
。
頭
疼
發
熱
、

睡
起
不
安
、
不
思
飮
食
。
用
白
錢
五
張
、
正
西
四
十
步
送
之
、
卽
安
。

◯陳
二
十
八
日
病　

正
北
上
、
金
神
使
小
女
子
鬼
、
頭
疼
、
發
熱
、
起
坐
不
安
、

不
思
飮
食
。
白
小
錢
五
張
、
向
西
送
五
十
步
。

二
十
九
日
、
病
者
、
東
南
（
一
）
得
之
。
土
地
使
家
親
（
二
）
作
病
。
頭
疼
沈
重
、
乍

寒
乍
熱
、
飮
（
三
）
食
無
味
。
鬼
在
西
南
器
物
上
坐
。
用
白
錢
五
（
四
）
張
、
東
南

三
十
步
送
之
、
大
吉
。

（
一
）
抄
繪
本
無
「
東
南
」
二
字
。（
二
）
抄
繪
本
「
親
」
作
「
人
」。（
三
）
抄

繪
本
「
飮
」
作
「
吃
」。（
四
）
玉
匣
記
・
抄
繪
本
「
五
」
作
「
七
」。

◯陳
二
十
九
日
病　

東
南
上
、
土
地
使
家
親
鬼
、
頭
疼
、
沈
重
、
乍
寒
□
□
、
吃

食
無
味
、
鬼
在
西
南
器
物
上
坐
。
白
小
錢
七
張
、
東
南
三
十
步
送
之
、
大
吉
。

二
（
三
（
一
））
十
日
、病
者
、東
北
得
之
。
山
神
使
男
子
鬼
作
病
。
頭
疼
惱
（
二
）
痛
、

恍
惚
不
安
（
三
）、
不
思
飮
食
。
用
黃
錢
五
張
、
西
北
四
十
步
送
〔
之
、
大
吉
〕（
四
）。

（
一
）
玉
匣
記
・
抄
繪
本
「
二
」
作
「
三
」、
據
之
改
。（
二
）
抄
繪
本
「
疼
惱
」

作
「
腦
疼
」。（
三
）
抄
繪
本
「
安
」
作
「
明
」。（
四
）
玉
匣
記
・
抄
繪
本
有 

「
之
大
吉
」
三
字
、
據
之
補
。

◯陳
三
十
日
病　

東
北
上
、
山
神
使
男
子
鬼
作
病
、
頭
疼
、
腦
疼
、
不
思
飮
食
。

黃
小
錢
五
張
、
西
北
方
四
十
步
送
之
、
大
利
。

○
歌
訣
一
（
第
一
葉
）

　

大
財
神
歌

甲
日
東
北
方
、
乙
坤
、
丙
丁
正
酉
（
西
）
藏
。
戊
己
北
方
坐
、
庚
辛
正
東
、
壬
癸

在
南
方
。

　

小
財
神
歌

甲
艮
乙
坤
丙
丁
兌
、
戊
己
財
神
坐
坎
位
。
庚
辛
在
震
壬
癸
離
、
便
是
財
神
定
位
歸
。

＊
『
增
補
萬
全
玉
匣
記
』（
上
海
錦
章
圖
書
局
本
）
卷
下
・
財
神
方
位
歌
に 

「
甲
乙
東
北
是
財
神
、
丙
丁
向
西
南
方
。
戊
己
正
北
坐
方
位
、
庚
辛
正
東
去

安
身
。
壬
癸
原
來
正
南
方
、
便
是
財
神
方
位
眞
。」
と
あ
り
、「
大
財
神
歌
」 



「
小
財
神
歌
」
兩
條
の
字
句
と
類
似
す
る
表
現
も
見
え
る
。

　

福
神
歌

甲
己
福
神
在
乾
方
、
乙
庚
正
位
在
坤
方
。
丙
辛
離
宮
丁
壬
巽
、
戊
癸
原
來
在
艮
方
。

　

增
福
神
歌

甲
乙
東
南
是
福
神
、
丙
丁
正
東
是
堪
宜
。
戊
北
己
離
庚
辛
坤
、
壬
在
乾
宮
癸
在
西
。

＊
『
增
補
萬
全
玉
匣
記
』
卷
下
・
福
神
方
位
歌
に
「
甲
乙
東
南
是
福
神
、
丙
丁

正
東
是
堪
宜
。
戊
北
己
南
庚
辛
坤
、
壬
在
乾
方
癸
在
西
。」
と
あ
る
。

　

喜
神
歌

甲
己
在
艮
乙
庚
乾
、
丙
辛
坤
位
喜
神
安
。
丁
壬
只
在
離
宮
坐
、
戊
癸
原
來
在
巽 

閒
。＊

『
增
補
萬
全
玉
匣
記
』
卷
下
・
喜
神
方
位
歌
に
「
甲
己
在
艮
乙
庚
乾
、
丙
辛

坤
位
喜
神
安
。
丁
壬
只
在
離
宮
坐
、
戊
癸
遊
來
在
巽
閒
」
と
あ
る
。

　

喜
神
在
家
歌

甲
己
盤
桓
乙
庚
睡
、
丙
辛
坤
位
皺
雙
眉
。
丁
壬
喫
的
酩
酊
醉
、
戊
癸
巽
方
笑
微 

微
。＊

『
增
補
萬
全
玉
匣
記
』
卷
下
・
喜
神
喜
怒
歌
に
「
甲
己
端
坐
乙
庚
睡
、
丙
辛

怒
色
皺
雙
眉
。
丁
壬
吃
得
醺
醺
醉
、
戊
癸
原
來
喜
笑
推
。」
と
あ
り
、
本
條

と
類
似
す
る
。

○
歌
訣
二
（
末
葉
）

　

小
送
歌

正
五
九
月
在
壬
方
〈
正
北
微
偏
西
〉、
二
六
十
月
庚
中
藏
〈
正
西
微
偏
南
〉。

三
七
十
一
居
丙
位
〈
正
南
微
偏
東
〉、
四
八
十
二
甲
上
祥
〈
正
東
微
偏
北
〉。

凡
小
送
務
、
要
照
歷
（
曆
）
上
對
準
某
月
節
氣
、
再
看
歷
（
曆
）
上
月
空
在
何

方
、
則
向
何
方
而
送
。
萬
不
可
送
至
太
歲
方
位
。
若
冲
太
歲
、
定
主
大
凶
。
太

歲
所
居
之
方
位
、
論
支
、
不
論
干
。
如
歲
次
壬
子
、
太
歲
在
子
、
不
在
壬
。
若

月
空
在
壬
、
卽
應
送
壬
方
。
便
是
準
則
求
無
關
得
、
如
歲
在
子
、
切
忌
勿
侵
佔

子
之
方
位
邊
界
。
侵
則
凶
矣
。
餘
倣
此
。
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（
右
）
初
一
日
「
呑
一
道
、
大
門
貼
一
道
」 

（
左
）
初
二
日
「
呑
一
道
、
大
門
貼
一
道
」 

（
右
）
初
三
日
「
呑
一
道
、
大
吉
」 

（
左
）
初
四
日
「
呑
一
道
、
大
吉
」 

（
右
）
初
五
日
「
呑
一
道
、
帶
一
道
、
大
吉
」 

（
左
）
初
十
日
「
呑
一
道
、
大
吉
」 

（
右
）
初
九
日
「
呑
一
道
、
大
門
貼
一
道
」 

（
左
）
初
八
日
「
呑
一
道
、
大
吉
」 

（
左
）
初
六
日
「
呑
一
道
、
大
吉
」 

（
右
）
初
七
日
「
貼
一
道
牆
上
、
大
吉
」 

『張天師驅邪治病符法祕訣』（抄繪本）所載鬼神圖・呪符 

＊「 」は呪符の說明書き 

＊
抄
繪
本
は
二
五
日
～
二
十
八
日
條
を
落
丁

す
る
。

（
右
）
一
一
日
「
貼
門
頭
、
大
吉
」

（
左
）
一
二
日
「
貼
一
道
、
大
吉
」 

（
右
）
一
三
日
「
貼
門
頭
、
大
吉
」

（
左
）
一
四
日
「
用
法
相
同
」 

（
右
）
一
五
日
「
呑
貼
各
一
道
」

（
左
）
二
〇
日 

說
明
書
き
な
し

（
右
）
一
九
日 

說
明
書
き
な
し

（
左
）
一
八
日 

說
明
書
き
な
し

（
左
）
一
六
日
「
呑
一
道
、
佩
身
一
道
」

（
右
）
一
七
日 

說
明
書
き
な
し 

（
右
）
二
一
日
「
呑
一
道
、
大
吉
」

（
左
）
二
二
日
「
帶
一
道
門
上
貼
一
道
、
大
吉
」 

（
右
）
二
三
日
「
呑
一
道
、
帶
一
道
、
吉
」 

（
左
）
二
四
日
「
呑
一
道
、
佩
身
一
道
、
大
吉
」 

（
右
）
二
九
日
「
門
上
貼
一
道
、
大
吉
」

（
左
）
三
〇
日
「
身
佩
一
道
、
大
吉
」 


